
 

（単位：千台・億円）

　売上高 3,897 (　-　) 3,829 (△1.7%) 17,000 （+4.2%）

　　国内売上 400 (　-　) 405 (+1.4%) 1,750 （+5.4%）

　　海外売上 3,497 (　-　) 3,424 (△2.1%) 15,250 （+3.5%）

　営業利益 366 (　-　) 323 (△11.8%) 1,200 （△7.9%）

 　<営業利益率>

　経常利益 361 (+57.4%) 281 (△22.1%) 1,250 （△0.2%）

 　<経常利益率>

　四半期（当期）純利益 258 (+75.5%) 207 (△19.7%) 800 （+33.3%）

 　<四半期（当期）純利益率>

　増収効果 77 　規模・商品ミックス効果 275
　コストダウン 25 　コストダウン 166
　原材料価格変動影響 10

  営業利益の変化要因

  （対前年）

　為替の影響 △85 　為替の影響 △178
　販管費の増加 △49 　販管費の増加等 △167

　成長戦略費用 △100

　減価償却費の増加 △2

(US＄) 117円

(EUR) 127円

142 110 710

　減価償却費 106 108 480

  研究開発費 216 224 1,030

  有利子負債残高 4,314 4,284 4,600

 二輪車販売台数合計 1,196 1,219 5,851

27 27 113

1,168 1,193 5,738

　北　米 24 19 78

　欧　州 57 54 210

　アジア 966 1,011 4,890

　その他 122 108 560

＊カッコ内：  前年同期比の増減率％（小数点第2位を四捨五入）
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　成長戦略費用含む
　研究開発費の増加 △19
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当第１四半期実績
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上記の連結業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき、当社が合理的と判断した見通しであり、実際の業績は、経営環境の
変化、市場の需要動向、為替の変動等により、大きく異なる可能性があります。

2016年12月期第１四半期連結会計期間から、従来、「販売費及び一般管理費」「営業外収益」および「営業外費用」に計上していた
販売金融関係の収益および費用を「売上高」「売上原価」および「販売費及び一般管理費」に計上することに変更いたしました。
この表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組み替えを行っています。
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